児童にと って身近な動物である ダンゴムシの教材開発研究 by 鈴木,　藍 et al.
兵庫教育大学学校教育学研究, 2016, 第29巻, pp 79-84 79 
児童に と って身近な動物である ダンゴム シの教材開発研究
Development of Teaching Materials of Pill Bugs (Am ad,z11id,zum vulgare) 
which is a Familiar Animal for Elementary School Students 
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SUZUKI Ai ATSUMI Shigeaki KASAHARA Megumi 
児童にと って身近な動物とは何かについてアンケート調査を行い, その動物を使った教材開発を行った。 小学生および
現職教員を対象とした 「身近な動物」 に関するアンケート調査から, 多く の児童 ・ 教員がオカダンゴムシを身近な動物と
して挙げていた。 一方で, この 「身近な動物」 であるオカダンゴムシを教材として実際に扱っている教員が半数程度と低
かった。 こう した現状から, 児童生徒にとって 「身近な動物」 であるオカダンゴムシを材料と して, 生態系における分解
者の作用を効率よく観察できる実験系を開発し, 教材としての有用性を考察する必要性を感じた。 本研究では, 学校現場
において容易に入手できると考えられる植物の葉( ソメイ ヨシノ ・ イチ ョウ ・ キャベツ ・ サツマイ モ ・ キンモクセイ ・ 
モミ ジ) と日本で広く生息しているオカダンゴムシを材料と して用い, 葉の選好性について観察し, 摂食量を比較した。 
また, 雌雄によって摂食量に差があるのか, ダンゴムシは色や匂いによって食べる葉を選択しているのかについても検証
を行った。 その結果, イチ ョウ, キンモクセイはほとんど摂食されなかったが, ソメイ ヨシノ, モミ ジは雌雄関係なく よ
く摂食され, 摂食速度も速かった。 また, 摂食痕を確認できたのは最短で6 日だった。 これらの実験結果から, 身近な動
物であるダンゴムシを材料に, 生態系の分解者としての作用を効率よく観察できる実験が可能であることが示された。 
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1 . はじめに








持つ傾向が感じられる。小学校第6 学年 「生物どう しの
つながり」, 中学校第 3 学年 「自然界のつながり」 では, 
生態系について学習する単元であり, そこでは, 様々な
生物が登場してく る。小 ・ 中学校の最終学年の生物界の
中のつながり を学習するところで, 児童 ・ 生徒にとって
身近な動物が明らかになれば, 教材として有効に活用で
きると考えられる。 そこで, 児童 ・ 生徒にとって身近な
動物とは何かについて, 児童 ・ 生徒および教員を対象に
アンケート調査を行った。
一方, 小学校第 6 学年 「生物どう しのつながり」, 中
学校第 3 学年 「自然界のつながり」 では, 有機物を分解
する土壌生物について取り上げられており, 多くの教科
書に, オカダンゴムシの葉の分解の様子が記載されてい
る。 しかし, 具体的な実験方法については, 触れられて
いない。 これらのことを踏まえ, 児童 ・ 生徒にとっても, 
教員にとっても身近である動物を用いて観察できる実験
系を開発し, 教材としての活用を提案する。 







調査人数は, 小学生621名 (低学年 : 218名, 中学年 : 
209名, 高学年 : 194名) および教員109名 (小学校教員 : 
56名, 中学校教員 : 33名, 高等学校教員 : 16名, その他 : 
4名) であった。
アンケートで調査した身近な動物は, 小学校の生活科
および理科の教科書に登場する12種の動物 ( カマキリ, 
バッタ, クワガタムシ, カブト ムシ, コオロギ, セミ, 







用した。 採集後, 形態の違いから雌雄の判別を行った。 
実験に用いた葉は, 兵庫教育大学の構内 ・ 周辺より採集
し, 1時間ほど水に浸漬させた。 その後, 葉についてい
る水分をふき取り, 2 crux 2 cmにはさみで切り取った。 
モミ ジのみ, 2 crux 2 cmを確保できなかったため, その
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まま用いた。
透明な直方体のプラスチック容器 (外形12cm X 8.5cm 




た。 その上から容器のふたを乗せるよう にし, 通気性を
確保した。温度, 日長は制御せず, 実験室内で実験を行っ
た。
【実験A : 木本・ 草本の選好性について】
学校内で栽培または植樹されている植物について行っ
た。 草本であるキャベツ ・ サツマイモおよび木本である
キンモクセイ ・ ソメ イ ヨシノ ・ イチ ョ ウ ・ モミ ジを材料
と して, 雌雄 3 匹ずつプラスチック容器に入れ, 摂食の
様子を観察した。
【実験B : 何を手掛かりと して摂食する葉を選ぶのか】
① ソメイ ヨシノ ・ イチ ョウ ・ モミ ジを材料に, 茶 ・ 赤 ・



































































② 黒 ・ 茶 ・ 黄緑・ 赤 ・ 白 ・ 黄・ 緑・ 橙の画用紙を切り,
円盤状にしたものをラミネー ト加工し, 円形水槽には




容器の中にソメイ ヨシノ を入れ, オスのみ5 匹 , メ ス




小学校と, 自然がたく さん残っている小学校の2 校間の
調査結果においては, 身近な動物に関する認識に大きな
差は見られなかった。 また, 学年間 (低学年, 中学年, 
高学年) においても大きな差は見られなかった。
児童にとっての身近な生物と しては, ダンゴムシ, バッ






































































図 1 児童に対するアンケート調査結果 「身近な動物はどれですか? 」
1 位 : ダンゴムシ. 2位 : バッタ, 3位 : チヨウ
触ったことのある動物は? := 
図 2 児童に対するアンケート調査結果 「触ったことのある動物は? 」
1 位 : ダンゴムシ. 2位 : バッタ. 3位 : セミ
児童にとって身近な動物であるダンゴムシの教材開発研究
のある動物は, ダンゴムシ, バッタ, セミの順であった
(図 2 )。 その他, 捕まえたことのある動物は, バッタ, 
ダンゴムシ, セミ であり, 飼ったことのある動物は, カ
ブト ムシ, クワガタ, メ ダカであった。 ダンゴムシにつ





































































あった。 さらに, 「ダンゴムシが好きか」 という質問に
対しては, 学年進行に伴って 「好き」 の割合は減ってい
るものの, 「好き」, 「どちらかといえば好き」 の割合が
高かった (図 3 )。「ダンゴムシを触ることができますか」
の質問に対しては, 7 割以上の児童が触れると回答した
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図 4 児童に対するアンケート調査結果 「ダンゴムシを触ることができますか?」
7 割以上の児童が触れると回答した。
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図 5 教員に対するアンケート調査結果 「身近な動物はどれですか? 」
1 位 : セミ. 2位 : ダンゴムシ. 3位 : バッタ
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(図4 )。
教員にと っての身近な生物と しては, セミ, ダンゴム
シ, バッタであった(図 5 )。 また, 飼ったこ とがある
動物と しては12種類中12位であった。 また, 「教員から
見て児童 ・ 生徒はダンゴムシに対する抵抗感があるか」
という質問に対しては, 小学校低学年ではほとんど抵抗
感がなく (84%) , 小学校高学年でも 「抵抗感がない」











‘ i d i,・l, 
(2) ダンゴムシの摂食に関する実験結果
【実験A】
木本の選好性について, ソメイ ヨシノ, イチ ョウ, キ
ンモクセイ, モミ ジの比較を行った。 イチ ョウより ソメ
イ ヨシノの摂食速度が速く, 2 週間程度あれば明確な摂
食の様子を確認できることがわかった (図 6 )。 また, 
キンモクセイは摂食痕がなく, モミ ジは摂食痕が見られ, 
7 日目にはかなり摂食していた(図 7 )。 草本の選好性




とが明らかになった(図 8 )。 
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図 7 ダンゴムシの葉の選好性の実験結果 (木本 : キンモクセイ, モミ ジ) 
児童にとって身近な動物であるダンゴムシの教材開発研究
【実験B】
葉の色の選好性について, ソメイ ヨシノ, イチ ョウ, 
モミ ジでの比較を行った。 3 種すべてにおいて, 緑葉よ
り も茶葉のほうが摂食速度は速かった。 また, 日数の経
過とともに葉が変色していく ことで, 黄葉を摂食するこ
とも明らかになった。 これらの結果を図6 , 図 9 に示す。
さらに, 色画用紙を使った実験では, それぞれの個体























小学校第 6 学年 「生物どう しのつながり」, 中学校第 3 
学年 「自然界のつながり」 などの, 生態系について学習
する単元での活用が考えられる。 教科書においても生態
系の分解者と してダンゴムシが取り上げられているが, 




としては複数報告されているが(森正 ・ 松浪2005, 松





葉の種類と しては, 木本では, ソメイ ヨシノやモミ ジ
を好み, 約 2 週間あれば明確な摂食の様子を観察するこ
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図 8 ダンゴムシの葉の選好性の実験結果 (草本 : サツマイモ, キヤペツ) 
1日目 5日目 7日目
図 9 ダンゴムシの葉の色に対する選好性の実験結果(木本 : モミ ジ) 









活動量が減少し, 採集が困難になる。 また, 落葉のよう
な季節限定の材料ではなく, 時期を選ばずに実験できる
餌を探さなく てはならない。 そこで, 乾燥したものなら
摂食の様子を観察できる可能性があると考え, 緑茶 ・ ほ
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図11 ダンゴムシの雌雄による摂食量の比較 (木本 : ソメイ ヨシノ) 
